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【要　旨】早稲田大学教育総合研究所一般研究部会（2010～2011年度）の研究として、 2011年秋に日本ジオ
パークに認定された秩父と下仁田、さらに2011年３月の東北地方太平洋沖地震で甚大な津波災害が起こった
三陸海岸（いわて三陸ジオパーク構想地域を含む）において、ジオパーク（候補地）を活用した活動を実施
した。秩父における活動は創造理工学研究科修士課程の授業の一環として、２年にまたがって行われた。学
生が主体となり、ジオサイトの選定とその現地発表会、ジオパーク申請時のジオサイトについての案内板の
作製が行われた。その目的は、ジオパークを申請しようとしている地域への支援だけではなく、アウトリー
チ活動を通じた社会貢献を学生に実感させることである。秩父ではジオパークに認定されてから、10基の案
内板がジオサイトに建てられ、学生たちの検討が活かされた。一方、下仁田地域ではジオサイトの設定とし
て、中小坂鉄山と茂垣のひすい輝石を含む枕状溶岩の２ヶ所について地元のジオパーク推進室のメンバーと
ともに検討した。部会主任がこの２年間に取材で現地を訪れた回数は、秩父が16回、下仁田が10回に及んだ。
一方、三陸海岸では、現地取材を、地元のシンポジウムや学会と絡めて３回実施した。とくに、三陸では津
波の被災の爪痕を遺構として保存できないか視察・検討し、マスコミや著作を通じて、その保存の重要性を
訴えた。それらの津波の爪痕は、復興が進んだ将来、必ずや地元の津波防災教育に役立つジオサイトとなり
得るものである。今回の検討を通じて、ジオツーリズムを通した地学教育や地域振興、さらには防災教育の
実践に、ジオパークの活動が有効であることが再確認できた。
はじめに
地球環境問題や地震・火山災害に対する防災教育に深くかかわる地学の基礎知識が国民のリテ
ラシーとして重要であるにもかかわらず、高等学校における地学教育の機会が減少し、危機的状
況にある。たとえば、公立高校で地学を開設している割合はおよそ30％、全高校生の中で地学Ⅰ
を履修する生徒の割合はわずかに５％程度と言われている（田村、2008）。同時に、高校の地学
教員数も減少の一途をたどってきている。このような状況を打開する方策として、 2012年度より
新学習指導要領のもとで理科は基礎科目（２単位）が３科目必修となるものの、４科目必修で
ないために地学担当教員がいない高校ではやはり地学が開設されない（開設されても非常勤で賄
う）ことになり、大きな履修増は見込めない。近年中高一貫校が増えており、限られた時間枠の
中で、例えば中学校で地学の基礎授業を行うというカリキュラムも考えられるが、中学で習った
としても高校で忘れてしまうことも多いようである。また、地学は高等学校の物理・化学のある
程度の基礎的な知識が必要とされることから、やはり高等学校における空洞化は、地学教育の衰
退をもたらすであろう。このような地学教育の衰退を食い止める方策として、学校教育に期待す
ることは残念ながら現段階では厳しい状況であり、視点を生涯教育に移すことが重要となってく
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る。筆者が「ジオパーク」の推進に５年ほど前から関わり始めた動機は、ここにある。
ジオパーク（geopark）は、地学の普及・啓発を地域振興や観光に組み込む仕組みであり、2004
年からヨーロッパで始まり、2008年から国内でも盛んになってきた。ジオパーク（大地の公園）
はユネスコが支援する世界ジオパークネットワーク（GGN）の活動であり、近い将来、ユネス
コの直接的プログラムになる見込みである。世界遺産と異なり、ジオ（地質や地形）を中心とし
た自然の遺産の保護・保全だけではなく、ジオツーリズムを通した地域の教育・観光などを通じ
て、地域の活性化が目的として盛り込まれている。国内では2012年10月現在、５ヶ所の世界ジオ
パーク（GGN委員会が認定するジオパーク）と、それを含む25 ヶ所の日本ジオパーク（日本ジ
オパーク委員会が独自に認定する日本ジオパークネットワーク加盟地域）が認定されており、そ
の数は急速に増加してきた。
筆者は、これまでにジオパークの認定評価にかかわる日本ジオパーク委員会、および、ジオ
パークを支援する日本地質学会ジオパーク支援委員会の委員として、国内のジオパークの普及に
携わってきた。そこで、本研究では、2011年秋に日本ジオパークに認定され、申請者のグループ
が地質学の専門的研究のフィールドとしてきた群馬県下仁田町および埼玉県秩父地域の例を挙げ
て、地学教育と地域振興をリンクさせたジオパーク活動のサポートを行い、認定後の地元におけ
るジオパーク活動をスムーズにスタートしてもらい、ツーリズムを通じて地学の普及を進めても
らうことが、本研究の目的である。また、2011年３月に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う甚
大な津波災害に鑑み、今後の三陸地域の復興に向けたジオパークの活用についても検討すること
が、２年目に新たな目的として加わった。本研究は、早稲田大学教育総合研究所一般研究部会
（2010～2011年度）の調査・研究として実施されたものである。
研究活動の経過
2010年度は、2011年４月にジオパークの認定を申請する可能性がある秩父と下仁田を中心に、
ジオサイト（見学場所）の選定や広報活動に協力した。この活動は、部会主任が属する大学院創
造理工学研究科地球・環境資源理工学専攻の隔年交代授業『断層の解剖』ならびに『構造岩石学』
履修大学院生の活動として、実施した。なお、前者の授業は隔年で南アルプス（中央構造線エリ
ア）ジオパーク（2008年度認定）において、中央構造線沿いの地質を見学する巡検を含めていた
が、 2010～2011年度は、本報告で紹介する内容で進め、授業タイトルとは離れた内容となった（シ
ラバスでは履修者に内容を設定、周知させた）。社会とのつながりやアウトリーチについて、学
生自身がその重要性を体験することが、ジオパークを目指す地域に対する学術的サポートととも
に重要な目的である。
１．秩父ジオパークにおける活動
2010年度
2011年に日本ジオパークの申請を目指していた秩父のジオパーク想定地域は広く、秩父市をは
じめとして長瀞町、皆野町、横瀬町、小鹿野町の１市４町にまたがっている。2009年に日本およ
び世界ジオパークの同時申請がなされたことがあったが、内容と地元の盛り上がりが伴っていな
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第２図　早稲田大学による秩父ジオサイト34 ヶ所のマップ
第１図　 2010年７月４日に実施された大学院生の想定ジオサイト
34 ヶ所発表会（秩父市歴史文化伝承館にて）
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かったことから落選していた。その後、少しずつジオパークの盛り上がりが市民レベルで出始め
たことから、秩父が教育学部地球科学専修の長年の巡検・調査地であったこともあり、2010年度
は想定されるジオサイトの選定について大学院生とともに検討した。
具体的には、大学院創造理工学研
究科修士課程院生11名が履修する授
業のテーマとして、履修者が各自で
文献および現地調査を実施し、秩父
地域のジオサイトの選定を独自に行
い、７月４日に秩父市歴史文化伝承
館で地元の有志を交えて発表会を実
施した（第１図）。想定したジオサ
イトの数は、秩父札所34 ヶ所と同
じ数字を用いてジオサイト34 ヶ所
とした（第２図）。筆者も、発表会
までの５月15日、５月20日、６月６
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第３図　日本第四紀学会のシンポジウムで発表されたポスタ （ー一部）
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日、６月11日・12日、発表会後の９月12日と延べ６日間現地調査を実施した。それに先立ち、３
月６日に秩父まるごとジオパーク推進協議会と日本地質学会関東支部の共催で行われた秩父ジオ
サイトバスツアーに参加した。秩父ジオパーク地域は見所も多く、34ジオサイトに収まりきれる
ものではないが、その中でも重要なジオサイトを、前期の限られた時間の中で選別した。
2010年度に実施したジオサイト34 ヶ所選定の成果は、2010年８月22日に東京学芸大学で実施さ
れた日本第四紀学会の公開シンポジウム『自然史の教育と研究をすすめるために－さまざまな分
野からの取り組み』の「ポスターサロン」でポスターが発表され（第３図）、さらに秩父まるご
とジオパーク推進協議会が制作したホームページにも掲載された。また、７月４日の学生発表会
は、５日に朝日新聞埼玉版の記事となり、日本ジオパークネットワークにも公開された。
http://mytown.asahi.com/areanews/saitama/TKY201007040340.html
この活動がきっかけとなり、少年写真新聞社より小学校向けの理科教育ニュースの新聞記事
「海底の跡が残る秩父盆地」の監修と解説を実施した。これらの情報は、秩父におけるジオパー
ク活動の認知度を拡げることに役立てられたと考えられる。
2010年度前期のこの授業の最後に集めた学生の感想を、全員分挙げてみよう。全文掲載したい
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所であるが、紙面の都合上一部をピックアップする。
・地学を専門とする私たちに向けてだけではなく、現地の方々に向けた内容を考え、発信をして
いく機会は大変貴重であったと思う。そして、その行動が現地の方々に評価・指摘を受けたこ
とは、私自身の中で、相手に対しての行動と考察に注力する時間として重要であった。
・一般の方からも理解を得ようとするならば、開放的にだれもが自由に見て回ることのできるよ
うなパーク設定よりも、一連のストーリーに沿ってジオパークの地点地域をガイドの方とめぐ
り、読み解いていくようなツアーがよいと思います。秩父は古くから自然と共生する文化的な
要素も強く、本当の意味で秩父まるごと理解できるようなジオパークができたのならばとても
素晴らしい事だと思いました。
・地学離れが進む昨今、一人でも多くの人にジオに興味を持ってもらうための、教育現場の努力
が重要になってくる。今回の授業を通して、今まで地質学という特殊な学問を学んできた自分
でも社会貢献できる現場があるという事実を知れたことは、自身にとって一つの成長であった
と思う。
・予想以上に多くの方々が興味を持って下さっていたことが分かった。中でも、秩父の地質財産
を活かした「教育」の可能性・意義について考えていらっしゃる方が多いように感じた。改め
て、秩父ジオパークのキーワードの１つが「教育」であると感じた。
・今回の授業・発表を通し、秩父鉱山をはじめ多くの魅力的なジオサイトをもつ秩父がジオパー
クに認定された暁には、一般観光客の方々が、秩父の登山や風景の魅力に留まらず、今以上に
広く地質学的な魅力にも関心を抱き、より秩父という町が観光の拠点として賑わうことを切に
願っている。
・地元の方々が想像以上にジオパークの誘致活動に熱心で驚きました。観光で成功している秩父
をさらに成功させるため・地学の普及のために尽力したいという想いを感じました。地元の
方々の熱心な姿勢を見て、私はもっと熱心にこの発表に取り組むべきであったと後悔しまし
た。講演を聴いてくださった方は年配の方が多く、若い方にジオの魅力を伝えられなかったこ
とが残念です。
・ジオパーク計画を、レストランに例えてみたいと思います。その中で、私たちは、あくまで秩
父にあるジオという素材を調理しただけに過ぎません。その料理が美味しかったとしても、広
報に当たることができる人といった点で弱い気がしました。その点で、観光学や地域振興と
いった研究を行っている人とのつながりがあれば、さらに良いアイデアが浮かんだのではない
だろうか。また、そのような人を今回の発表に呼ぶことができればよかったのではと思いました。
・現地調査を終えてから実際のプレゼンまでは本当にあっという間だった。忙しく資料作成した
こと、多くの議論を交わしたことは今となってはいい思い出だ。プレゼンを終えて帰路につく
時には秩父との３年に及ぶ関係が全て終わってしまうような気がして非常に寂しくなったのも
覚えている。次回秩父に赴く際には正式にジオパークとして認定され、我々が行った活動が報
われた時であることを願う。
・今回の調査で秩父という地が持っている地質の特色の多さに気づいた。ほかの班の発表でもさ
まざまな種類の岩石・構造などが見られ、秩父の地質の幅広さに感服した。これから秩父の地
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第４図　寛保洪水位磨崖標。結晶片岩岩壁に「水」という文字が掘られている。
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質の良さが広く認知され、ジオパークとして正式に認定されることを祈る。
・課題は一見簡単そうでしたが、現地に赴き観光客の目線に立って、どのようなサイトが分かり
やすいのかを考えながら調査するのは、研究の調査とは違った感覚だったので初めは戸惑いま
したが、楽しめました。
2011年春までに、秩父まるごとジオパーク推進協議会は日本ジオパークの申請のために改めて
34 ヶ所のジオサイトを選定した。そのリストをみると、2010年度の院生の成果が８割程度反映さ
れていた。そのうち2010年度の院生の選定に無かったサイトは、部会主任と院生の研究分野から
やや離れた地形学的、考古学的、さらには歴史的なサイトである。すなわち、日本一の板石塔婆
と寛保洪水位磨崖標、栃本集落と秩父往還道、芦ケ久保果樹公園（地すべり地形）、縄文遺跡・
神庭洞窟、太田条里遺跡などである。これらのサイトを改めて取材し、特に印象に残ったのが、
秩父鉄道の樋口駅近くに存在する寛保洪水位磨崖標である（第４図）。このサイトは、当初教育
学部の久保純子教授からも紹介いただいていた歴史遺産である。寛保２年（1742）年の大洪水
で荒川が氾濫し、荒川の水面がおよそ18 mも上昇した時の最高水位が、三波川変成岩の露頭に
溝を掘って記録されたものである。折から2011年３月11日の東北地方太平洋沖地震に伴う大津波
でも、最大18m近い（ビルの５階相当）高さの津波（遡上高は最大約40m）が押し寄せて、大変
な災害が起こったばかりであり、この磨崖標の意義がとりわけ防災教育の面でも重要なジオサイ
トと感じられた。広大な秩父盆地とその背景の山地に降った豪雨は、この狭い荒川沿いの谷に集
まって一気に流れ下ることを考えると、地形と災害を考える上でも重要なジオサイトである。
2011年度
2011年度の活動は、推進協議会が選定したジオサイト34 ヶ所について、改めて大学院の授業
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のテーマとして取材を行い、中学生レベルでもわかりやすい案内板の文言と図の作成を実施し
た。院生は必ず１度は割り当てられたサイトを訪問し、取材を行った。部会主任も ２月６日（ジ
オツアー参加）、２月13日、４月３日、６月４日・５日、６月24日、７月３日、７月16日、７月
22日、７月25日、８月６日、10月23日・24日（地質調査実習巡検）の、延べ13日にわたって訪問
し、その結果34 ヶ所のうち、山岳部２ヶ所を除く32 ヶ所を確認した。そのほか補欠候補も10 ヶ
所程度まわった。実は前年同様院生に案内板案の発表会を地元で実施してもらう予定でいたが、
提出された案内板の素案に修正点が多く、34 ヶ所の文案や図案を、現地を確認しつつ修正するだ
けで非常に時間を費やしてしまった。フィールドシーズンに入ったため院生はそれぞれ独自の研
究テーマを抱えていることから、結局、主任が手を加えた案内板案を７月22日に現地で主任自身
が発表し、現地で意見交換を行った。学生にとっては現地での発表がなかっただけに、結果とし
て不完全燃焼で終わった授業であったことは否めない。基本的にジオサイトの案内板はその地域
のジオパーク関係者が作るべきものであるので、今回の活動はあくまでも参考資料として提供す
るという意味合いが強く、いかに料理するかは地元次第というスタンスをとっている。
なお、推進協議会が、2011年度の日本ジオパークの申請時に設定した34ジオサイトから漏れて
いて、欠かせないと考えられたジオサイトは２ヶ所あった。すなわち、７．武甲山と　26．札所４
番金昌寺石仏群と不整合　である。武甲山については、現在も石灰岩を採掘しており、山容が変
わりつつある。また、世界ジオパークネットワークの評価の基準として、大地の遺産を失わせて
いるという観点から、稼働中の鉱山の関係者がジオパークの活動に関わることは慎むべきという
考え方もある。しかし、武甲山の南側斜面は石灰岩以外の付加体構成物からなり、登山道も整備
されているため、武甲山が将来無くなることはない。また、採掘斜面の緑化運動（その善し悪し
は別として）や、チチブイワザクラなどの希少植物も存在し、ジオとエコのかかわりを考える上
でも重要なサイトである。何と言っても秩父のシンボル的な山あり、山頂に神社がある信仰の山
でもあるので、このサイトを外す訳にはいかないと考えた。一方、札所４番金昌寺については、
推進協議会と日本地質学会関東支部の共催で、「一味違った秩父札所巡り」というジオツアーを
2011年２月６日に実施したときに初めて訪れた（第５図）。
金昌寺には、大変表情豊かな仏像が1,300体あまりも並んでおり、その仏像は、札所31番観音
院そばの岩殿沢の凝灰質砂岩を使っている点で、ジオと歴史が結びついている。この金昌寺の取
材で確認された不整合はあまり知られておらず、今回の取材を通じて、蛇紋岩の上に中新世の礫
岩層が乗る典型的な不整合であることが判明した。その後、推進協議会も金昌寺を重要なジオサ
イトと位置づけて、解説板を設置している（後述：第６図）。
上記２地域を加えると34という数字が変わることもあり、推進協議会が選定した34ジオサイト
のうち、「美の山公園」と「太田条里遺跡」を、それぞれ近いジオサイトと合体させた。なお、「ジ
オサイト」は「ジオポイント」と異なり、歩いてまわれる程度の範囲も一括できることから、こ
の措置をふまえて合計34 ヶ所とした。また、ここでは地元の選定を尊重しつつ、次に述べるよ
うに、新たに早稲田独自のサブテーマでまとめ直した。
ジオパークにはその地域の全体のテーマ（キャッチコピー）と、関連したジオサイトを結んだ
ストーリーをまとめたサブテーマの選定が必要とされる。推進協議会が決定した秩父ジオパーク
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第６図a　早稲田大学の院生が作成し、秩父まるごとジオパーク推進協議会に提供した案内板案
第５図　 秩父まるごとジオパーク推進協議会・日本地質学会関東支部共催ジオツ
ア 「ーひと味違った札所巡り」、金昌寺にて。
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の全体テーマは、「大地の守
もりびと
人を育むジオ学習の聖
メッ カ
地」である。一方、ジオサイトの性格別に束
ねるサブテーマとして、推進協議会では次の項目を挙げている（括弧内は推進協議会のジオサイ
ト番号）。
・地球の躍動・変成岩（１-９）
173ジオパークを活用した地学教育の実践
・海・秩父湾の証人（10-24）
・先人文化と固有の風土（25-31）
・盆地を取り巻く山 （々32-34）
一般向けにはこの区分でわかりやすくて良いが、ジオを考慮したとき、もう少し地体構造や地
質時代を意識しても良いのではなかろうか。特に、秩父ジオパークの主要テーマとして「ジオ学
習の聖地」あるいは「地質学発祥の地」が意識されているので、なおさらのことである。すなわ
ち、日本列島の地体構造からみれば、秩父ジオパークには三波川変成帯、秩父帯（ジュラ紀付加
コンプレックス）、四万十帯（白亜紀付加コンプレックス）が存在し、山中地溝帯の白亜系や秩
父盆地の中新世の地層は秩父帯に分布する。推進協議会のサブテーマをみると、「地球の躍動・
変成岩」は長瀞を中心とした三波川変成岩、「海・秩父湾の証人」は秩父盆地の中新世の堆積岩
のみを示している。したがって、秩父の名を冠した「秩父帯」が推進協議会によるサブテーマに
含まれていないのは、何としても残念であった。前年の検討で、秩父帯を特徴づける付加体のジ
オの特徴であるメランジュを見学できる場所を探した結果が、34番札所水潜寺とそのそばの「秩
父華厳の滝」であった。水潜寺では石灰岩や黒色チャートの巨大ブロックが、また秩父華厳の滝
では美しい赤色チャートの巨大ブロックが滝をつくっており、駐車場の川沿いに、典型的なメラ
ンジュの構造も見ることができる場所でもある。また、石灰岩中の化石から秩父古生層と言われ
ていたものが、その石灰岩がブロックであることが判明し、ブロックを埋める泥岩中の放散虫化
石により、付加した年代がジュラ紀であることが明らかにされて以来、秩父古生層という言葉が
使えなくなり、放散虫革命と言われた歴史的推移を学ぶこともできる場所である。そのほか、分
布としては広いわけではないが、秩父石英閃緑岩（中新世に貫入した花崗岩類）もサブテーマに
盛り込まれていない。一方、人々の生活により密着した第四紀や地形、風土、さらに文化や歴史
もジオパークの重要な要素であり、それは「先人文化と固有な風土」としてまとめられている。
そこで、筆者らは、協議会の区分を取り入れつつも、次のようなサブテーマを設定し、それぞれ
にジオサイトを割り振った。
すなわち、
「地球の躍動－中生代の変成岩」→三波川変成帯
「地球の躍動－中生代の海」→秩父帯、四万十帯および山中地溝帯
「地球の贈り物」→新生代の花崗岩類と鉱物、産業遺産、景観
「秩父湾の証人－新生代の海」→秩父盆地の中新世の地層、化石
「先人文化と固有の風土」→段丘地形、地すべり地形と土地利用、遺跡など
この中で、「地球の贈り物」とは、まず鉱物の贈り物として秩父鉱山を意識した。そのほか、
森の贈り物として中津峡と森林科学館、水の贈り物として荒川源流を意識した。いずれも、中新
世のマグマ活動で形成した秩父石英閃緑岩（花崗岩類）が岩石や景観にも絡んでいることから、
地体構造や地質時代区分とは独立させた。以上の５つのサブテーマごとに番号を割り振って配列
したのが第１表である。
2012年に入り、研究部会の特別研究所員である新井宏嘉と宮下　敦は、2010年に補欠として選
んでいた「高砂橋周辺の変形小構造」の中の長瀞ライン下りの船着き場の露頭にて、三波川帯
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第１表　早稲田大学による秩父ジオサイト34 ヶ所 （2011年度版）
主要テーマ：大地の守人を育むジオ学習の聖地
新番号 秩父番号 秩父ジオパーク 想定ジオサイト34ヶ所 （サブテーマ別） ジオツアー拠点 市町
S：地球の躍動ー中生代の変成岩（三波川帯） （６）
1 S1 （２）   上長瀞の虎岩 *（長瀞町） 県立自然の博物館 長瀞
2 S2 （３）  長瀞岩畳 *と秩父赤壁（地質百選） ライン下り船着き場 長瀞・皆野
3 S3 （４）  親鼻橋の紅簾石片岩とポットホール * ライン下り船着き場　 皆野
4 S4 （５）  栗谷瀬橋の蛇紋岩と石綿 * 　 皆野
5 S5 （15）（34） 出牛－黒谷断層と和銅遺跡 * + 美の山 * 　 秩父・皆野
6 S6 （24） 曽沢川の枕状溶岩（寺坂棚田、札所８番朴雲寺） アプローチやや難　 横瀬
C：地球の躍動ー中生代の海（秩父帯ー四万十帯付加体、山中白亜系）（９）
7 C1 　　 武甲山 （山岳コース） 武甲山資料館 横瀬・秩父
8 C2 （22） 浦山ダム * うららぴあ 秩父
9 C3 （23） 若御子断層洞 *　（清雲寺しだれ桜） 　 秩父
10 C4 （11） 秩父華厳の滝と水潜寺のメランジュ *、札所34番水潜寺 　 皆野
11 C5 （33） 両神山のチャート（山岳コース） 　 秩父・小鹿野
12 C6 （32） 二子山のフズリナ石灰岩（山岳コース） 　 小鹿野
13 C7 （12） 犬木の不整合 *（瀬林層と白沙層） 　 小鹿野
14 C8 （13） 薄川浦島沢のグルーブキャスト 　 小鹿野
15 C9 （14） 林道皆本沼里線の背斜構造 　 小鹿野
G：地球の贈り物ー新生代の花崗岩と鉱物、産業遺産 （３）
16 G1 （７） 甲武信ヶ岳（山岳コース） （水の贈り物） 　 秩父
17 G2 （９） 中津峡と秩父トーナル岩　（森の贈り物） 森林科学館 秩父
18 G3 （８） 秩父鉱山跡と鉱物　（鉱物の贈り物） 　 秩父
M：秩父湾の証人ー新生代の海　（秩父盆地層群中新統）  （８）
19 M1 （16） 札所31番観音院  と牛首峠の礫岩層 （白沙層） 　 小鹿野
20 M2 （20）（31） 白砂公園の白沙砂岩 *＋太田条里遺跡 * 道の駅龍勢会館 秩父
21 M3 （10） 前原の不整合 *と大淵の化石産地（子の神層 /宮戸層） 　 皆野
22 M4 （18）  取方の巨大露頭（小鹿野町層下部～上部） 　 秩父
23 M5 （19） 藤六の海底地滑りの跡 * （札所33番菊水寺）（小鹿野町層上部） 　 秩父
24 M6 （17） ようばけ *（秩父町層下部）（地質百選） おがの化石館 小鹿野
25 M7 （21） 札所32番法性寺　奥の院の砂岩（小鹿野町層上部） 　 小鹿野
26 M8       札所４番金昌寺石仏群と不整合 * 横瀬歴史民俗資料館 秩父
Q：先人文化と固有の風土　（第四系、段丘地形、地すべり地形と土地利用、遺跡） （８）
27 Q1 （１） 日本一の板石塔婆と寛保洪水位磨崖標 * 　 長瀞
28 Q2 （６） 栃本集落と秩父往還道　（地すべり地形と関所跡） 　 秩父
29 Q3 （25） 芦ケ久保果樹公園　（地すべり地形と土地利用） 　 横瀬
30 Q4 （26） 橋立鍾乳洞と札所28番橋立堂 * 　 秩父
31 Q5 （27） 縄文遺跡・神庭洞窟 * 道の駅大滝温泉 秩父
32 Q6 （28） 尾田蒔丘陵 *　（高位段丘、テフラ、札所23番音楽寺） 　 秩父
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33 Q7 （29） 羊山丘陵 *　（中位段丘、しばざくら、札所11番常楽寺） 武甲山資料館 秩父
34 Q8 （30） 秩父橋周辺の河成段丘（札所19番龍石寺 /20番岩之上堂） 　 秩父
補欠候補
S 菊水岩の横臥褶曲 * 　 長瀞
S 高砂橋周辺の変形小構造と日本一の甌穴 ライン下り船着き場　 長瀞
S 札所２番真福寺と結晶片岩、大棚川の蛇紋岩 　 秩父
C 三峰－雲取山の秩父帯～四万十帯（山岳コース） 　 秩父
C 雲取－飛龍－笠取 縦走：四万十帯（山岳コース） 　 秩父
C 丸神の滝 *（日本の滝百選） 　 小鹿野
C 札所26番円融寺奥の院岩井堂～27番大淵寺白衣観音のチャート 　 秩父
M 伊豆沢文殊峠の堆積構造と天体望遠鏡（小鹿野町層上部） 　 小鹿野
M 子の神の滝 *（子の神層）（阿熊川） 崩落で立入り禁止 秩父
M 白久（YUQRA）の漣痕と生痕（小鹿野町層上部） 私有地 秩父
M 久那橋下の荒川沿いの砂礫層、荒川蛇行部 　 秩父
S：三波川帯、C：秩父帯、山中地溝帯、四万十帯、G：秩父石英閃緑岩（花崗岩類）関連、M：秩父盆地の中新世の地層、
Q：第四系、地形、歴史と文化、秩父番号：秩父まるごとジオパーク推進協議会による34ジオサイトの番号
*印：案内板あり。
ジオパークを活用した地学教育の実践
の構造の検討を進めており、2012年９月の地質学会でその成果の一部が発表された（新井ほか、
2012）。筆者もその検討に加わる中で、雁行脈などのすばらしい変形小構造を確認し、2011年に
筆者が編集委員長として編集中のアトラス「日本の地質構造百選」（日本地質学会構造地質部会
編、朝倉書店、2012年６月刊行）に盛り込んだ。また、長瀞の「虎岩」と、ジオサイトの補欠候
補として挙げていた「菊水岩」（第１表）という、すぐれた褶曲の露頭も、この百選に盛り込んだ。
つまり、「日本の地質構造百選」の中に、長瀞の構造が３ヶ所選ばれたことになる。高砂橋の露
頭は学術的にも重要であり、また船着き場でもあることから、35番目のジオサイトとして推奨で
きるサイトであるとともに、国の天然記念物の範囲外であることから、船着き場の工事で埋もれ
ないように、保全を考えていただきたい場所である。 
ジオパークとなった秩父では、2012年２月15日に、提供した案内板案をたたき台として推進協
議会が新たに案内板を作製し、10 ヶ所に設置した。すなわち、
① 野上下郷石塔婆と洪水位磨崖標（No. 27）　 
② 長瀞岩畳と秩父赤壁（No. ２）
③ 秩父華厳の滝とメランジュ（No. 10）　　　　 
④ 栗谷瀬橋の蛇紋岩と石綿（No. ４）
⑤ 紅簾石片岩とポットホール（No. ３）　 
⑥ 札所４番金昌寺石仏群と不整合（No. 26）
⑦ 尾田蒔丘陵を望む（河成段丘）（No. 32）
⑧ 羊山丘陵（河成段丘）（No. 33）
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第６図b　秩父ジオパーク推進協議会が設置した案内板
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⑨ 犬木の不整合（No. 13）　
⑩ 札所31番観音院と牛首峠礫岩層（No. 19）
である。（　）内の番号が、今回早稲田のメンバーが協議会の選定をふまえて修正選定したジ
オサイトの番号である。これらのうち、No. 26の案内板の早稲田案と、地元が設置した案内板を
第６図に示す。秩父で実施した34ジオサイトの案内板の文言と図の成果物は、ジオパーク秩父の
ホームページから、pdfファイルとしてダウンロードできる。
（http://www.chichibu-geo.com/midokoro/index.html）。
２．下仁田ジオパークにおける活動
2010年度
群馬県下仁田町は地学団体研究会の有志が町の援助と協力のもと1999年に自然学校の活動を開
始し、地域の子供たちや町民を集めて自然観察会や講演会を実施してきた。また町の予算で10基
の大きな地質案内版が既に建てられており、学部２～３年生向けの専門科目「地殻運動論」の巡
検でも長年活用されてきた。町では2008年度末に廃校となった青岩小学校跡地を自然学校に提
供、自然学校ではこれまでの様々な標本や図書などを下仁田町に寄贈するかたちで、新たに下仁
田町自然史館として2010年４月にオープンし、ジオパークの準備活動の下地が整備された。下仁
田周辺は部会主任と研究分担者の地質学上の研究地域でもあり、筆者が最初にジオパークを地元
に働きかけた経緯もある（「くりっぺ」43号：2008年10月）。それをきっかけとして、下仁田自然
学校が発行している新聞「くりっぺ」に、様々な記事の中で「ジオパーク」が頻繁に盛り込まれ、
ジオパークにからめて年間10回以上の自然観察会が行われるようになった。また、今回の研究の
開始に先立ち、2010年３月13日に実施された筆者による講演会「“下仁田ジオパーク”－地質の
多様性と青倉ジオサイト」では125名近い参加者を集め、その記事が自然学校の広報紙「くりっ
ぺ」53号（４月23日）に掲載された。また、2010年 11月上旬の巡検では、地元のジオパーク推
進室の担当者も同行し、履修学生については素泊まり300円で青倉小学校跡の下仁田町自然史館
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第７図　 下仁田町ふるさとセンターにて鉄鉱石を前に。左より原田　喬（案内者：産業考古
学会理事）・大河原順次郎（ジオパーク推進室）・岩井　実（中小坂鉄山研究会）・円
城寺　守・鈴木英男（ジオパーク推進室）・筆者・ドロータ・カプシチク（博士課程
院生）（敬称略）
ジオパークを活用した地学教育の実践
に泊めていただくことができた。2010年度は、研究部会がスタートする前の２月７日、３月13、
14日、３月20日、さらに部会開始後の４月25日、５月９日（中小坂鉄山）、11月６日（学生巡検）、
11月23日（茂垣ジオサイト巡検）に、下仁田を訪れた。特に、2010年度にジオサイトの可能性を
検討した場所は下の２ヶ所である。
（1）中小坂鉄山
国内で近代的鉄溶鉱炉が最初に導入された中小坂鉄山について、鉱床学専門の円城寺 守教授
にも参加頂き、５月９日にジオと歴史を結びつけるサイトとしての重要性の検討をジオパーク推
進室、産業遺産の専門家の原田 喬 氏とともに実施した（第７図）。その背景として、廃坑となっ
た鉱山跡地を利活用に関して研究を実施しているポーランド人の創造理工学研究科博士課程院生
の指導があり、中小坂鉱山の他に秩父ジオパーク地域の秩父鉱山に見学に行き、それらのジオサ
イトとしての有用性を、ヨーロッパの例と比較しつつ検討を行うための準備を行うことができ
た。この鉄山は、産業遺産としての重要性はもちろんであるが、露頭に磁鉄鉱の脈が残っている
点でも磁石で簡単に確認できる点で優れている。ただ、坑道入口付近は断層帯となっており、崩
れやすい場所もあることから、安全性の確保が課題となった。この巡検がきっかけとなり、原田 
喬 氏より、中小坂鉄山に関する記事も上記「くりっぺ」55号に掲載された。
（2）茂垣のひすい輝石を含む枕状溶岩
研究部会の特別研究所員である新井宏嘉と宮下　敦が研究している下仁田南方茂垣地域の巡検
を11月23日に行い、地元のジオパーク推進室、下仁田自然学校校長を含む町民８名を引率して、
ジオサイトとしての可能性、保護保全について検討した。また、国内でもめずらしいひすい輝石
やタラマ閃石を含む枕状溶岩の一つを、自然史館の展示用として採取した。ひすい輝石は、糸魚
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第８図　 跡倉層中のアンモナイトを鑑定する平野弘道教授。後ろは右から真野勝友
氏（下仁田自然学校校長）、関谷友彦氏（下仁田町教育委員会ジオパーク推
進室事務局）、清家一馬助手。下仁田自然史館にて。
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川ジオパークの重要なテーマの一つであるが、鉱物愛好家を除くと、関東でも産出することはあ
まり知られていない。また、この地域周辺にも景色の良いハイキングコースがあり、下仁田西方
の地形を見る上でも有望なジオサイトであることを確認した。ただし、貴重な鉱物であるだけ
に、その露頭の保護・保全については、課題として残された。茂垣のジオサイトに関して、新井
宏嘉や宮下　敦らによって投稿された論文が2011年11月に岩石鉱物科学に掲載され（新井ほか、 
2011）、下仁田ジオパークの茂垣地域のひすい輝石を含む枕状溶岩の正体が明らかにされた。こ
のことは、下仁田ジオパークの新しい知の発信ならびに活用の情報となる。その後、これらの２
地点については、下仁田町ジオパーク推進室でも有力なジオサイトとして想定されている。筆者
は、そのほか荒船山、稲含山、小沢岳に登り、それらのハイキングコースもジオサイトとして有
望であることを確認し、ジオパーク推進室に伝えた。
2011年度
下仁田地域は、2011年秋に秩父と同時に日本ジオパークに認定された。なお、筆者は日本地質
学会でジオパークを推進・支援する委員であると同時に、日本ジオパーク委員会で申請されたジ
オパーク候補地を審査する委員でもあるので、現地視察の担当から秩父と下仁田は外してもらっ
た。下仁田ジオパークでは、その活動の一環として、地元の小学生や町民によるアンモナイトの
発掘調査が行われ、50年ぶりに跡倉層から異常巻アンモナイトが発見された。そこで、2011年度
は、アンモナイトが専門の早稲田大学教育学部平野弘道教授と清家一馬 助手にも現地に行って
化石を見ていただいた（第８図）。現在鑑定作業中であることから詳細は省くが、従来曖昧であっ
た跡倉層の時代が、これまで予想された時代よりかなり古くなる可能性がある。この成果は、地
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第９図　 a. 女川町の転倒した交番。b. 石巻市雄勝公民館の屋上に運ばれた大型バス。c. 気仙沼の乗り上げ
た大型漁船（第18共徳丸）。d．陸前高田の奇跡の一本松
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元のジオパークにおいて常に新しい研究がなされ、その成果が発信されることに貢献することと
なる。新たに発見されたアンモナイトの鑑定の成果については、平野弘道教授と下仁田自然学校
校長の真野勝友氏らによる論文が発表される予定である。そのほか、前述の中小坂鉄山の鉱床の
生成に関わった白亜紀花崗岩（平
な め
滑花崗岩）の正確な貫入年代を求めるため、部会主任はその中
のジルコンのU-Pb年代測定を国立極地研究所に依頼し、当初の予想より若い結果が出ている。
このことについても、いずれ発表する予定である。
なお、当時編集中の日本の地質構造百選について、下仁田地域からもジオサイトに選定されて
いる２ヶ所が選ばれている。
３．三陸地域における活動（2011年度）
本部会研究の開始当初、予定していなかった三陸地域については、2011年３月11日の東北地方
太平洋沖地震を契機に2011年８月11～13日と11月25・26日、さらに2012年３月16日に震災の被災
状況の現地取材を実施した。その目的は、津波被災地域の復興と防災教育にかかわるジオパーク
の役割を考察するためである。また、編集中の日本の地質構造百選の取材も兼ねていた。
岩手県の三陸地域は、いわて三陸ジオパーク構想として、2010年より日本ジオパーク申請を目
指していた。震災でこの構想はリセットされたが、11月の復興シンポジウムで、ジオパークを目
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指すことが確認された。
８月は、石巻市を拠点とし、牡鹿半島の被災・地盤沈下を起こした地質遺産である褶曲を見
学し、記録した。この時撮影した褶曲は日本の地質構造百選に使用され、また日本地質学会の
ニュース誌の表紙に使われた。また、津波被災の爪痕としてそれを保存する活動の一環として、
女川町の転倒した鉄筋コンクリートビルや、雄勝町の公民館に乗り上げた大型バスなどを取材
し、石巻市役所野復興対策室に、その保存の重要性を訴えた（第９図 a, b）。しかしながら、雄勝
公民館の大型バスは撤去・解体された。女川町の転倒したビルは保存が計画されている。2012年
３月には気仙沼に乗り上げた大型漁船や陸前高田の奇跡の一本松の取材を行った（第９図 c, d）。
11月25日には、盛岡で開催された「いわて三陸ジオパーク震災復興シンポジウム」に参加し、
26日に被災地巡検として釜石から陸前高田を見学した。
これらの取材に先立ち、早稲田オンラインと提携している読売オンラインに、がれきと共に撤
去される可能性がある津波被災爪痕の遺構としての保存の重要性を訴えた。
http://www.yomiuri.co.jp/adv/wol/opinion/earthquake_110425.htm
その後、教育総合研究所の講演会（2011年７月30日：環境と倫理を問い直す）でジオパークと
津波被災遺構保存のことが紹介され、教育総合研究所のブックレットNo. ６にその時の講演が掲
載された。また、現地取材をふまえて、早稲田大学出版部によるブックレットシリーズ（「震災
後」に考える）で、「三陸にジオパークを－未来のいのちをまもるために」が2012年３月末に刊
行された（高木、2012）。この本のレビューも、河北新報のwebサイトよりいただいている。
http://flat.kahoku.co.jp/u/bookreview/OVESbR510XC4BUId1Hoe/
さらに、この問題に関して毎日新聞社から取材を受け、2012年５月３日のオピニオン欄に掲載
されるとともに、オンライン版にも掲載された。
http://mainichi.jp/opinion/news/20120503ddm004070005000c.html
2012年５月12日～15日に島原半島ジオパークで開催された第５回ジオパーク国際ユネスコ会議
において、津波防災にかかわるジオパークの役割について発表した。この発表は、NHK長崎支
局の取材を受け、長崎県内のNHKニュースで報道された。また、５月14日付の読売新聞地方版
の記事にも掲載された。最近では、この問題に関連して８月27日付けの静岡新聞で、研究室卒業
生の記者から受けた取材を記事にしてもらっている。
おわりに
国内でジオパークが始まってから４年経過し、国内のジオパークが25地域になっただけではな
く、ジオパークを目指している地域も現在20地域を数える。各地域の首長が地元のジオパーク推
進協議会の会長を担っていることも多く、首長自らジオを学び、楽しむだけではなく、人のネッ
トワークづくりや地域連携、そして何よりも地域の活性化に少しずつではあるが手応えを感じて
いる。ジオパークは「地球と人間の関わりを学ぶ大地の公園」であり、ジオツーリズムを通じて
地球のことを肌で感じることが、いま求められているのであろう。地学教育を幅広く捉え、なに
よりも楽しめるジオパークが増えれば、地学のリテラシーは自ずと向上するに違いない。今回の
研究を通じて、ジオパークがスタートしたばかりの秩父と下仁田の２地域と、ジオパークを目指
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しているいわて三陸地域や南三陸地域の活性化に多少なりとも役立つとともに、取材を行った学
生が社会とのつながりをより意識してもらえることができれば、成功であったといえるのではな
かろうか。また、ジオツーリズムを通した地学教育や地域振興、さらには防災教育の実践に、ジ
オパークの活動が有効であることが再確認できた。
なお、今回の研究対象とした秩父（長瀞）、下仁田、三陸の３地域の訪問で撮影した写真の一
部は、高木研究室のHPに公開されている。
http://www.dept.edu.waseda.ac.jp/htakagi/HideoPhoto/hphoto_top.html
【謝辞】本研究を遂行するにあたり、秩父の取材と発表に際しては、秩父まるごとジオパーク
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